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1 以下のC3の部分集合 S ⊂ C3が部分ベクトル空間であるか, 根拠を添えて答えよ.

(1) S =


x1

x2

x3

 ∈ C3 ; 3x1 − 2x2 − |x3| = 0

.

(2) S =


x1

x2

x3

 ∈ C3 ; (x1 − x2)(x1 + x3) = 0

.

(3) S =


x1

x2

x3

 ∈ C3 ;
x2
1 + 2x2x3 = 0, x2

2 − 2x1x3 = 0,
(x1 + x2)

2 + 2(x1 − x2)x3 = 0

.

2 x1, x2, x3, x4, x5 ∈ C4を以下のものとする.

x1 =


2
1
−1
3

 , x2 =


1
1
−2
2

 , x3 =


−1
0
1
1

 , x4 =


0
1
−3
1

 , x5 =


3
−2
3
−5

 .

そして, W1 = ⟨x1,x2⟩ ⊂ C4を x1, x2で, W2 = ⟨x3,x4,x5⟩ ⊂ C4を x3, x4, x5で生

成されるC4の部分ベクトル空間とする.

(1) dimW2を求めよ.

(2) W1 ∩W2の基底を一組与えよ.

(3) 小問 (2)で得られるW1 ∩W2の基底に適当なベクトルを付け加えることにより,

W1 +W2の基底を一組与えよ. その際に, 基底である根拠も示せ.

3 V をC上の有限次元ベクトル空間とし, W1,W2,W3 ⊂ V を V の部分ベクトル空間と

する.

(1) V = W1 ⊕W2, かつW2 ⊂ W3が成り立てば, W3 = (W1 ∩W3)⊕W2が成り立つ

ことを示せ.

(2) 小問 (1)の条件が成り立つとき, W ′ ⊂ W1および V = W ′ ⊕W3が成り立つ V の

部分ベクトル空間W ′ ⊂ V が存在することを示せ.


